


○ 和歌山県からの観光客が、この町はすごくきれいで、熊野の方は優しい方が多いと

言ってもらったときは本当にうれしかった。 

○ 専業主婦で世界がすごく狭かったが、花の活動に参加し、知り合いが増え世界も広

がった。知事さんともお会いすることができて、すごく良かった。 

○ 家出をしてきたような子どもや、登校拒否の子どもが来ることもあるが、花摘みの

作業を一緒に手伝っているうちに元気が出て、翌日は元気にありがとうと言われる。 

○ 毎年、イギリスから来てくれる方は、太平洋戦争のとき日本軍の捕虜であったため、

日本に恨みを持っていたが、オープンガーデンを巡ったり、国道の花壇を見て、恨

んでいた日本人に対する思いが跡形もなく消えた。小さな花が、大きな力を発する

と感じた。 

○ 花を一所懸命育てることと同時に人も大事にして、メンバーがお互い仲良くやって

いきたい。目の前の人には優しく、花にも優しくと思っている。 

○ ここの他にも花を見に来てくれるところはあるが、道が細いところや、分かりにく

いところは、お客さんが少ない。小さなマイクロバスでお客さんを案内したら、も

っと増えると思う。 

○ 市、県、商工会議所と住民とが、もっと連携して観光するプランを立ててやってい

ったらどうかと思う。 

○ 毎年、活動した成果が、積み上げていって満足感の出るようなものをこの町が末永

くやっていくためには考えなければいけない。 

○ 桜並木の草刈りについて、県が年に２回行っていたが、１回になって、その１回も

金額が減った。助成する金額をもう少し検討していただけないか。 

○ 耕運機の購入を考えている。助成をしてくれるところはあるが、耕運機を支給して

くれるところはどこにもない。県から支援はしてもらえないか。 

○ 木とか森とか森林が自分たちの生活とどう関わっているかという講座を開いてい

ただいて、毎年、何回か教えていただきたいと思う。 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

○ 最初は興味がなくても、一歩踏み出してみて、やりたくなったことは、地域の活動

において、すごく大事なことだと思う。 

○ 草の根の人と人との交流という部分で心を打ち解けさせたことは本当にすごいこ

とだと思う。 

○ 県は住民と少し遠い自治体であるけれども、取組が最終的に到達するのは県民の方

なので、目の前の人に優しくすることは大切なことだと改めて思う。 

○ 花壇のあるきれいな場所を案内するために、マイクロバスをオープンガーデンだけ

に使うことは難しいが、例えば御浜でも紀宝でもこういうオープンガーデンがあっ

て、その１市２町を回る季節限定のものであれば、使える予算もあるかと思う。 

○ 来年の４月から始まる「みえ森と緑の県民税」は、森の整備をすることに使うが、

木や森が果たしている役割を知ってもらうことにも活用していきたいと思う。 

○ 観光のプランを練るのに、市や県、市民がそれぞれでやっていたらもったいないの

で、連携できるようにしていきたい。 



○ 予算の使い道や額、回数は、現場で調整させてもらっている。いろんな分野を減ら

さざるを得なくなっている状況なので、ご理解いただけるとありがたい。 

 
 

 

【「くまの花いっぱいネットワーク」の皆さんとは】 

 会員同士協力し合い、花によるまちづくりに関する情報交換を活発に行うことで大きな輪をつ

くり、“花いっぱいのまち・くまの”を目指している団体の皆さんです。 


